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法
人
配
嘗
源
泉
課
税
の
長
短
・
.••• 

米
国
文
化
社
曾
事
・
•• 

賃
幣
の
中
必
機
能
・
••• 

法

畢

博

士

女

皐

博

士

丈

事

博

士

設

苑

世
界
滑
品
骨
格
の
決
定
，
•••• 

法

措

士

京
都
市
町
時
米
の
小
責
相
場
に
就
て
・
判
川
崎
率
土

園
家
経
費
の
轄
嫁
に
就
い
て
・
・
・
・
空
間
皐
士

緋

棺

位

蹴

返
世
の
人
口
に
つ
い
て
一
・
・
・
・
・
・
終
草
万
博
士

支
那
に
於
け
る
水
利
経
辞
・
・

-
-
-
M間
滞
弔
土

ソ
ウ
ェ
ー
ト
露
西
京
の
都
市
財
政
-
-
経
湾
事
土

地
券
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
経
濁
皐
士

開

鋒

新
著
外
園
経
辞
雑
誌
主
要
論
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輔
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米
岡
文
化
一
枇
メ~
首

挙

(
上
)

米

回

庄

太

耳E

私
は
本
披
か
b
、
「
薮
撃
的
経
務
畢
批
列
」
を
拐
載
し
勉
め
る
積
り
で
あ
っ
た
が
、
是
非
参
考
し
た
い
k
思
中
二
三
目
著
書
が
、
ま
だ
外
固
か
ら
肴

し
な
い
の
で
、
右
目
論
文
を
完
成
し
て
居
な
い
か
ら
、
本
時
制
及
び
次
披
に
於
て
は
本
論
文
を
会
に
ナ
る
と
と
L

した。

、

.

ノ

、

，

，

↓
緒
論
、
引
づ
米
園
女
化
祉
曾
撃
の
由
来
、
一
一
五
園
女
化
社
曾
療
の
基
本
的
概
念
及
ぴ
原
理
(
以
上
本
放
掲
載
)
、
伺
米
一
園
女
化
枇
曾
撃

r

k

r

町

、

/

冒

、

論
争
、
副
米
国
文
化
社
合
事
批
列
、

rs

、一
緒

論

在
の
今
知
る
慮
で
は
、
文
化
粧
舎
皐
の
概
念
の
繭
芽
が
、
始
め
て
稿
々
明
か
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、

"マ

ノ'V

ト

が
千
八
百
九
十
七
年
に
公
に
せ
る
「
祉
曾
皐
ご
し
て
の
歴
史
哲
事
」
第
一
審
第
一
肢
に
於
て
Y
ゐ
る
か
さ
思
ふ
。

• 

(
E
Z
Y
巴
庁
冨
一
一

2
0喜
一
白
色
町
円
。
g
n
r
r
r
g
岳

ω。
比
三
c
m
H

一P
L
u
-
-
)
同
書
第
四
章
「
生
物
事
的
世
曾
準
」
に
於
て

バ

1
Y
ト
は
先
づ
ス
ベ
シ
サ

1
の
世
曾
率
を
論
究
し
、
批
評
す
る
際
に
「
き
れ
ば
只
ペ
シ
サ

1
は
只
祉
舎
の
自
然
「

時
代
の
世
曾
皐
を
奥
へ
た

Y
げ
で
、
文
化
時
代
の
世
食
事
を
輿
へ
て
居
な
い
。
後
者
は
更
に
著
越
さ
る
可
き
で
あ

る
」

T
』
遁
〈
て
居
る
が
、
此
の
語
は
祉
舎
の
自
然
時
代
或
は
自
然
世
舎
の
枇
曾
撃
の
外
に
、
文
化
時
代
或
一
は
文
化

論
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粧
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撃
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十
一
巻

九
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論

叢

枇
舎
の
一
枇
曾
畢
の
建
設
さ
る
可
き
こ
芭
を
、
印
ち
自
然
一
耽
曾
皐
の
外
に
文
化
赴
曾
皐
の
建
設
さ
る
可
き
こ
ご
を
、

指
示
す
る
或
は
認
め
る
も
の
さ
解
す
る
こ
さ
が
出
来
る
。
そ
う
し
て
か
〈
解
す
る
に
於
て
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
エ
-
フ

来
園
文
化
枇
舎
事

第
三
十
一
巻

O 

第

貌

ー
が
現
貫
枇
舎
皐
(
同
g
r
o
N一o宮
内
庁
)
か
ら
匝
別
し
て
立
て
ん
さ
せ
る
文
化
世
曾
撃
の
概
念
は
、
少
な
く
も
形
式
的

二
み
会
、

i
t
 バ
1
Y
ト
の
文
化
時
代
の
枇
曾
撃
の
概
念
を
接
展
さ
せ
た
も
の
ご
、
一
世
舎
皐
史
上
認
め
得
ら
れ
る
の
で
あ

る。

(宮山岡∞円何回
m
z
w
p
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r
r
g刊
同
一
コ
日

ω
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}
c
m
庁
品
目
印
者
一
回
目
巾
z
p
山
口
〈
巾
片
山
口
門
町
内
自
巾
宮
内
円

ω
。NZ一cm一
m
L
E

5
2
2
z
z
-
d
但
し
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
エ
ラ
ー
は

E
Z
4同

町
内
『

}OZ
を
必
然
的
繭
定
と
す
る
現
賀
社
曾
墜
と
、

2
0
2
m
p
r円
仰
を
ゆ
然
制

、
前
定
と
ナ
る
女
化
一
肱
曾
磨
、
と
に
、
社
曾
壌
を
三
分
ぜ
ん
と
し
た
と
思
は
れ
る
が
、
パ
ー
ル
ト
は
か
う
。
魚
味

K
1
F
O“
日
代

目
枇
曾
事
と
す
一
化
時
代
む
祉
曾
事
と
を
区
別
せ
ん
と
し
た
の
で
は
な
〈
、
社
曾
畢
は
唯
一
つ
あ
る
白
み
で
、
そ
う
し
て
自
然
時
代
自
社
曾
主
交
化
時

代
白
祉
曾
と
は
、
ヲ
ま
り
鮭
舎
費
遠
白
異
な
れ
る
階
段
に
あ
る
も
白
と
し
で
、
雨
者
を
合
せ
で
研
究
す
る
も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
此
白
事
は
上

暴
の
彼
白
著
伶
白
最
後
白
章
に
於
て
論
岬
持
さ
れ
て
居
る
∞

rHNNO含
司
丘
四
回
何
回
〉
ロ

Enr22

〈
司
『
E
Z自
に
就
で
見
れ
ば
明
白
で
あ
ξ

併
し
周
章
は
司
書
第
二
版
以
後
削
除
さ
れ
で
居
る

併
し
今
日
濁
逸
に
於
て
盛
ん
に
唱
へ
ら
れ
て
居
る
文
化
赴
曾
事
な
る
も
の
は
、

守
ッ
ク
ス
・
シ
エ
ラ

1
の
見
解
に

よ
り
て
代
表
芯
れ
て
居
る
が
如
き
-
現
貫
一
世
舎
事
或
は
自
然
枇
舎
率
引
M

ら
匡
別
さ
れ
る
意
味
で
の
文
化
吐
舎
準
を

意
味
す
る
だ
け
の
ち
の
で
な
く
、
更
に
否
な
寧
ろ
、
祉
曾
準
日
』
は
郎
ち
文
化
社
曾
畠
aeT
意
味
す
る
も
の
、
づ
ま
り

文
化
を
一
定
の
仕
方
?
研
究
す
る
も
の
が
、
却
も
世
舎
皐
で
あ
る
さ
見
る
見
解
が
、

般
に
行
は
れ
て
居
る
さ
思

は
れ
る
。
然
る
に
今
此
の
見
解
の
加
〈
、
一
枇
舎
事
を
自
然
祉
曾
墜
さ
文
化
枇
曾
準
日
」
に
匝
別
す
る
の
で
な
〈
、
夫

れ
は
綿
て
文
化
を
研
究
す
る
も
の
で
ゐ
る
さ
見
る
な
ら
ば
、
特
に
文
化
枇
曾
皐
さ
云
ム
語
を
用
ひ
る
必
要
は
な
い

様
に
思
は
れ
る
。
然
ら
ば
何
故
に
、

か
、
る
見
解
を
抱
い
て
居
る
人
々
も
や
は
り
文
化
一
枇
曾
皐
な
る
語
を
用
ひ
て



居
る
の
で
あ
る
か
。
在
は
夫
れ
に
は
種
々
な
る
理
由
が
あ
る
ご
思
ム
。
併
し
此
虞
で
詳
し
〈
論
や
る
暇
は
な
い
か

ら
、
只
業
の
ニ
コ
一
を
簡
単
に
遮
よ
る
に
止
め
る
が
、
先
づ
英
米
偽
等
の
一
祉
舎
奉
者
は
一
般
に
祉
曾
皐
a
e

伊
ニ
の
自
然

科
事

εし
て
建
設
せ
ん
ご
せ
ら
も
の
、
又
す
る
も
の
で
あ
る
に
劃
し
て
、
今
日
の
澗
逸
の
祉
舎
畢
者
は
之
を
一
の

文
化
科
号
、
或
は
文
化
哲
皐
の
一
事
科
ざ
し
て
建
設
せ
ん
ぜ
企
だ
て
、
居
る
ご
一
エ
ム
こ
さ
が
、
其
の
一
理
由
で
あ

ら
う
さ
忠
は
れ
る
。
併
し
夫
れ
よ
り
も
更
に
重
要
な
る
理
由

ε思
は
れ
る
も
の
が
あ
る
。

抑
々
一
世
曾
撃
が
英
悌
米
伊
等
の
諸
国
に
於
て
、
盛
ん
に
唱
へ
ら
れ
て
来
た
後
私
、
種
々
な
る
理
由
仁
よ
ち
て
、

調
換
の
皐
者
は
一
般
仁
一
枇
曾
撃
を
一
の
樹
立
せ
る
皐
同
定
し
て
認
め
る
こ
て
を
欲
し
な
か
っ
た
、
又
一
批
曾
畢
ご
一
式

ふ
認
を
用
ひ
る
こ
ぜ
を
好
ま
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
猫
換
に
於
て
世
曾
事
が
、

て
認
め
ら
れ
、
又
一
枇
曾
皐
さ
云
ふ
語
が
一
般
に
用
ひ
ら
れ
て
来
た
の
は
、
千
九
百
七
年
じ
ザ
イ
ン
に
於
て
、
又
調
軍

一
般
に
一
の
調
立
な
る
皐
問
ざ
し

年
ぺ

M
F
Y
ン
に
於
て
、
夫
れ
夫
れ
枇
曾
皐
舎
が
設
立
さ
れ
た
後
で
あ
る
さ
思
は
れ
る
。
し
か
も
猫
漢
に
於
て
祉
曾

率
の
研
究
が
殊
に
大
に
勃
興
し
て
来
た
の
は
、
世
界
大
戦
崎
市
後
で
あ
る
。
然
る
仁
実
の
際
先
づ
精
通
の
世
曾
皐
者

が
、
新
し
き
一
枇
曾
亭
を
建
設
せ
ん
ざ
し
て
大
に
力
を
注
い
だ
の
は
、
タ
ム
メ
Y

の
祉
曾
皐
概
念
の
後
展
で
あ
っ
た
。

郎
ち
一
祉
曾
準
は
只
融
舎
の
形
式
を
研
究
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
芯
見
る
形
式
世
曾
皐
概
念
の
溌
麗
で
あ
っ
花
。

そ
う
し
て
一
時
形
式
枇
舎
率
の
種
々
な
る
展
開
が
、
濁
逸
世
曾
皐
界
を
風
摩
し
て
居
た
さ
云
ひ
得
ら
れ
る
。

然
る
に
世
舎
の
形
式
だ
げ
を
研
究
す
る
の
が
枇
曾
拳
の
任
務
で
あ
る
さ
見
る
に
於
て
は
、
世
舎
の
内
容
ご
罷
め

一-一一一一一
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米
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文
化
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曾
撃
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十
一
巻
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第

競

四

ら
れ
る
文
化
の
研
究
は
、
世
曾
拳
の
範
固
に
麗
し
な
い
ニ
ぜ
は
営
然
で
あ
る
。
か
く
て
形
式
赴
曾
皐
の
護
展
の
最

ぜ
も
代
表
的
な
る
も
の
さ
見
倣
さ
れ
得
る
ア
ィ
ア
カ
シ
ト
や
フ
ォ
ン
・
ク
イ
ゼ
の
赴
曾
皐
に
あ
り
で
は
、
文
化
の
研

究
は
金
〈
其
の
範
閣
外
に
置
か
れ
、

アォ

Y
0
7
イ
ゼ
は
吐
曾
皐
の
範
園
を
ジ
ム
メ
M
Y

よ
り
も
庚
〈
解
し
た
に
拘

ら
や
、
只
融
合
的
構
成
物
、
或
は
彼
が
関
係
構
成
物
さ
講
す
る
も
の
を
、
其
の
中
に
取
り
入
れ
る
仁
止
ま
り
、
他

の
文
化
構
成
物
の
研
究
を
他
の
一
枇
曾
科
挙
の
研
究
に
譲
り
、

ア
イ
ア
カ
ン
ト
は
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叶
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-
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---HW
同門V
U
Q

・)

然
る
に
聞
も
な
〈
、
世
舎
の
形
式
ゃ
、
一
祉
曾
其
物
を
研
究
せ
ん
さ
す
る

rけ
の
祉
曾
拳
に
劃
す
る
不
満
の
念
が

起
b
、
且
つ
?
?
ク
ス
・
ク
エ
バ

1
の
一
枇
曾
皐
論
を
叩
一
遁
し
、
或
は
稜
展
せ
ん
ざ
す
る
傾
向
の
資
遣
す
る
に
つ
れ
て
、

駐
舎
皐
が
祉
舎
に
闘
す
る
満
足
な
る
知
識
を
奥
へ
ん
さ
は
る
に
於
て
は
、
決
し
て
只
一
枇
舎
の
形
式
或
は
形
態
を
研

究
す
る
だ
り
に
止
ま
る
可
き
も
の
で
な
〈
、
更
に
進
ん
で
祉
舎
の
内
容
或
は
貫
質
を
も
研
究
せ
ね
ば
な
ら
肉
、
否

な
枇
舎
の
形
式
の
研
究
は
寧
ろ
一
吐
曾
皐
の
土
肇
を
据
へ
る
も
の
、
或
は
其
の
準
備
を
な
す
も
の
じ
過
ぎ
な
い
の
で
、

世
舎
回
申
其
物
は
本
来
世
舎
の
内
容
或
は
賓
質
を
究
明
す
可
き
ち
の
で
あ
る
さ
見
る
見
解
が
後
蓮
し
て
来
た
。

"? 

ツ

ク
ス
-
Y
ム
プ
は
障
に
千
九
百
二
十
四
年
に

〈
O』

M
R
z
r
H
E丘
町
「

N
z
q
H
)
o
z
m山
田

nrims-L『
2nrm『
印

。

N-c}。
mFnJY」

題
す
る
論
文
を
る
に
し
、
純
粋
形
式
的
世
曾
皐
か
ら
貫
質
的
内
容
的
祉
舎
率
、
郎
ち
彼
が
定
型
皐
的
経
験
的
世
舎



畢
マ
」
帯
す
る
も
り
へ
脇
田
展
す
る
の
が
、
濁
逸
枇
曾
串
の
進
む
可
き
異
質
な
る
途
で
あ
る
こ
す
」
を
主
張
し
て
居
る
が

(云
e
h
m
F
5
4・
〈
0
2
5
2
t
p『
B
m
w
-
R
E
q℃
o-Dm一山
門

r
a
m
s
-『

U
n
F
2
m
g
-
c
z
m一
町
、
∞
円

}HEc--mg

一rr「
E
n
r・-。
N
品
・
)
、

放
の
如
〈
世
曾
の
貫
質
的
内
容
の
研
究
を
、
定
型
畢
的
経
験
的
な
る
研
究
さ
認
め
る
か
、
又
は
文
化
の
哲
皐
的
考
究

ご
見
る
か
を
聞
は
子
、

さ
に
か
く
枇
舎
撃
の
概
念
に
於
て
、
世
曾
の
貫
質
的
内
容
の
研
究
を
重
要
視
す
る
傾
向
は

英
の
後
盆
々
稜
達
し
て
京
市
花
。
そ
う
し
て
枇
舎
の
貫
質
的
内
容
ぜ
云
へ
ば
、
夫
れ
は
串
間
的
に
如
何
仁
取
扱
は
る

可
き
も
の
さ
考
へ
ら
れ
る
か
を
聞
は
歩
、
文
化
仁
外
な
ら
な
い
。
か
く
て
只
祉
曾
の
形
式
或
は
形
惜
の
み
の
研
究

ι限
ら
一
ん
ど
す
る
形
式
枇
曾
串
に
劃
し
て
、
特
仁
一
耽
曾
の
質
質
的
内
容
の
研
究
を
重
一
安
調
す
る
枇
曾
皐
の
新
し
き

方
針
を
表
示
す
る
震
め
に
、
文
化
枇
曾
拳
ぜ
云
ふ
語
が
今
日
盛
ん
に
用
ひ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
思
は
れ
る
。

向
ほ
今
日
文
化
粧
曾
準
な
る
語
が
、
調
逸
に
於
て
盛
ん
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
一
理
由
ご
し
て
、
此
虞
に
注
意
し

て
置
き
た
い
も
の
が
あ
る
G

夫
れ
は
近
来
濁
漢
の
曲
申
者
が
、
殊
に
文
化
さ
云
ふ
語
を
愛
好
す
る
傾
向
の
大
な
る
ニ

ご
で
あ
る
。
業
の
深
い
歴
史
的
理
由
仁
就
て
は
、
在
は
拙
著
「
現
代
文
化
蹴
論
し
中
に
少
し
く
遮
ぺ
て
居
る
か
ら
、

此
庭
で
は
繰
り
返
し
て
遁
ぺ
ょ
う
さ
は
思
は
な
い
が
、
ぜ
に
か
〈
濁
逸
の
撃
者
は
千
入
百
九
十
年
代
ま
で
に
、
位
陣

に
文
化
史
な
る
も
の
を
建
設
し
て
、
歴
史
研
究
に
於
け
る
新
し
き
方
針
を
立
て
‘
、
居
た
が
、
同
年
代
に
入
b
て
よ

り
従
来
濁
逸
皐
者
の
愛
好
せ
る
精
神
科
皐
な
る
語
に
取
り
代
は
っ
て
、
文
化
科
事
な
る
語
が
盛
ん
に
使
用
き
れ
て

伝

K
F
Z
ヘ
但
し
詳
し
〈
調
ら
ペ
で
見
る
と
、
文
化
科
撃
な
る
語
は
餓
程
以
前
か
ら
時
キ
用
ひ
ら
れ
て
居
た
も
の
主
見
え
、
岩
崎
男
爵
が
京
都
常
国
大
撃

却
す
戸
へ
寄
贈
さ
れ
売
「
ピ
ユ
ツ
ヒ
ヤ

1
文
庫
」
中
か

b
忍
が
見
出
し
た
慮
由
、

E
E
-
-
E官
官
4
5
m
E
n
g
m
と
云
ふ
車
両
を
題
名
と
し
て
用
ひ
た
最
初

論

叢

米
国
文
化
社
曾
撃

第
三
十
一
巻

一一一一一一一一

第
三
披

豆L
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叢

米
国
文
化
粧
曾
事
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十
一
巻

三
=
一
四

第

f虎

一中ノ、

の
著
停
と
思
は
れ
る
千
八
百
三
十
八
年
出
版
、
出
・

4HhpZ吋
四
回

O
B
F四
C
L
r
m
p
の
EMM品
N
口
問

O
L
2
の
go--2FP2富山
mmmg会
民
『
F

閏

E
R
d
E一
目
於

て
、
著
者
は
の
2
2
R
E
m
2
5
2胃
E
P
を
色
。
出

zazs目

2
5
0自
己
】

m
m・
山

田

M
O
H
M
S
E
n門戸。
2
2
2
2
2
E
F
2
0
内
E
Zヨ一
Z
B
E
r
mコ
及
び
【
宮

山…則一寸可
L
r
A
h
詩
的
'
叩
叩
剛
門
)
又
ヤ

A
P
従
来
濁
逸
拳
者
の
愛
好
せ
る
精
神
哲
準
な
る
語
に
取
り
代
、
1
ノて、

文
化
哲
串

な
る
語
が
盛
ん
仁
用
ひ
ら
れ
て
来
た
a

そ
う
し
て
炉
、
る
形
勢
の
下
で
、
若
し
濁
逸
で
祉
命
日
撃
の
研
究
が
盛
ん
に

行
は
れ
て
〈
れ
ば
、
営
然
文
化
一
世
命
聞
事
な
る
語
も
、
大
に
流
行
し
て
〈
る
で
あ
ら
う
ぎ
云
ふ
こ
さ
は
、
暗
闇
想
し
得

ら
れ
た
の
で
ゐ
る
が
、
果
せ
る
か
な
、
世
界
大
戦
後
濁
逸
に
於
て
念
に
枇
曾
準
の
研
究
が
勃
興
し
て
来
た
の
に
つ

ヘ
但
し
最
近
K

M
摘
認
で
も
さ
官

r
v
k

愛
好
き
れ
た
精
紳
と
か
精
紳

的
と
か
云
ふ
語
白
使
用
が
、
復
活
さ
れ
て
来
る
傾
向
が
見
へ
る
。
腕
に
文
化
史
主
再
は
ず
し
て
精
紳
由
民
と
云
ふ
と
と
が
流
行
し
て
居
る
。
か
〈
で
何

で
も
燭
謹
白
一
号
界
を
摸
倣
す
る
こ
と
に
佑
し
き
我
圃
白
撃
芥
に
於
て
も
、
近
来
精
神
克
と
云
ふ
語
が
流
行
し
来
り
、
日
本
精
紳
奥
白
研
究
と
か
、
精

L
亡
、

i
-

文
化
一
枇
曾
率
一
か
唱
へ
出
3
h刊、

又
此
の
語
が
大
に
蹴
桁
し

τ来
わ
い
の
で
あ
る
。

紳
史
上
よ

p
見
た
る
日
本
の
何
キ
と
か
題
ナ
る
著
書
士
論
文
が
公
に
さ
れ
で
来
た
。
そ
う
し
て
今
後
衛
迭
で
は
女
化
と
云
ふ
語
白
流
行
が
す
た
っ
て
、

も
と
の
精
神
と
か
精
紳
的
と
か
云
ふ
語
白
一
流
行
が
復
活
し
て
〈
る
か
も
知
れ
な
V

。
か
〈
て
女
化
科
撃
は
も
と
の
如
〈
精
神
科
事
又
実
化
苛
撃
は
も

と
白

-m〈
精
神
哲
撃
と
稽
せ
ら
れ
る
ζ

と
A

な
り
、
そ
う
し
て
文
化
社
曾
皐
と
云
ふ
詩
の
流
行
も
す
た
っ
て
、
精
紳
社
曾
墜
と
云
ふ
様
な
詩
が
大
に

流
行
し
て

C
る
か
も
知
れ
な
い
。
賓
際
に
於
で
、
マ
ッ
ク
ス

-
v
T
7
1
白
知
〈
女
化
社
曾
撃
は
2
日
め

s
p
r目
を
必
然
的
前
定
と
し
で
建
設
さ
る

可
奇
も
白
と
す
れ
ば
、
之
を
精
紳
枇
曾
皐
と
構
ず
る
方
が
文
化
社
曾
墜
と
稽
ナ
る
よ
り
も
一
一
謄
遁
営
で
あ
る
か
も
J

知
れ
な
い
の
で
、
此
白
場
合
に
特
に
文
化
社
曾
宰
と
云
ふ
詩
を
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
い
と
思
は
れ
る
。
、

却
設
今
日
縄
逸
の
一
世
曾
拳
界
に
あ
ち
で
は
、

上
に
簡
皐
に
遁
ぺ
し
が
如
き
種
々
な
る
理
由
に
よ
り
て
、

殊
に
祉

舎
の
形
式
或
は
形
態
の
研
究
を
唯
一
の
一
世
舎
拳
の
任
務
さ
見
る
見
解
の
勢
力
が
表
へ
て
、
一
吐
舎
の
賓
質
的
内
容
の

研
究
を
重
要
頑
す
る
見
解
が
勢
力
を
得
る
に
歪

b
、
そ
う
し
て
其
の
賓
質
的
内
容
ぜ
は
つ
ま
り
文
化
に
外
な
ら
ぬ

が
故
に
、
此
蕗
に
所
調
文
化
枇
舎
皐
な
る
も
の
が
大
に
愛
還
し
て
来
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
我
圃
で
は
文

化
枇
曾
拳
さ
一
冨
へ
ば
、

一
般
に
濁
逸
特
有
の
枇
曾
畢
で
ゐ
る
が
如
く
に
考
へ
ら
れ
る
傾
向
あ
る
が
、
併
し
此
慮
に



• 
注
意
す
可
き
は
.
最
近
米
幽
に
於
て
も
、
一
祉
曾
拳
上
文
化
の
研
究
を
重
要
頑
す
る
傾
向
が
大
に
後
達
し
て
来
党
こ

千
」
、
又
其
の
傾
向
を
特
じ
表
示
す
る
矯
め
に
文
化
世
曾
準

(
2
-
2
3
-
E
n
E
o
q
)
ざ
一
耳
ふ
語
が
用
ひ
ら
れ
て
来

た
こ
さ
で
ゐ
る
リ
然
る
に
米
国
に
於
け
る
文
化
世
曾
撃
な
る
も

ωは
、
濁
逸
に
於
け
る
文
化
祉
曾
皐
を
模
倣
し
て

費
遣
し
て
来
た
も
の
、
或
は
其
の
影
響
を
受
げ
て
後
達
し
て
来
た
も
の
で
な
く
、
同
国
に
於
げ
る
駐
舎
皐
の
歴
史

の
特
有
の
事
情
及
び
理
由
か
ら
後
遺
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
随
ふ
て
又
少
な
く
も
外
観
上
で
は
、
米
国
の
文
化
粧

曾
準
は
濁
逸
の
文
化
枇
曾
皐
-
T
」
異
な
っ
て
居
る
。
か
く
て
今
日
枇
界
の
枇
曾
皐
界
営
通
観
す
る
さ
、
文
化
一
祉
曾
皐
の

後
遺
に
二
つ
の
方
針
が
匝
別
さ
れ
、
そ
う
し
て
五
日
人
は
其
の
一
を
猫
逸
文
化
世
曾
血
中
、
其
の
二
を
米
同
文
化
一
世
曾

腕
午
ぜ
判
制
す
る
こ
さ
が
出
来
る
す
」
思
ふ
。
併
し
澗
逸
人
で
も
亦
米
国
人
で
も
な
く
、
日
本
人
で
あ
る
吾
々
日
本
の
祉

曾
皐
者
は
、
濁
逸
文
化
世
曾
拳
の
方
針
に
盲
従
す
可
き
義
務
も
な
け
れ
ば
、
又
米
国
文
化
粧
曾
皐
の
方
針
を
其
の

憧
に
遵
奉
す
可
き
理
由
も
な
い
。
ぞ
う
し
て
爾
者
の
差
異
を
よ
〈
批
判
的
に
排
別
す
る
さ
同
時
に
、
叉
雨
者
が
根

本
的
ド
合
致
す
る
駄
を
深
く
観
破
し
、
洞
察
し
て
、
日
本
の
枇
曾
筆
者
湖
特
の
立
場
或
は
見
地
戒
は
方
針
を
樹
立

す
可
き
で
あ
る
。
在
は
右
の
主
旨
か
ら
、
本
論
文
に
於
て
特
に
米
国
文
化
枇
曾
皐
を
考
察
し
、
先
づ
其
の
向
来
や
、

其
の
根
本
的
概
念
及
び
原
理
や
、
又
米
国
に
於
げ
る
文
化
枇
曾
皐
に
闘
す
る
論
争
等
を
簡
単
に
論
述
し
、
そ
う
し

て
終
り
に
猫
逸
文
化
枇
曾
皐
さ
比
較
し
っ
、
之
を
批
判
し
て
、
私
自
身
が
所
謂
文
化
世
曾
皐
な
h
Q

も
の
に
費
し
て

如
何
な
る
態
度
を
ず
』
っ
て
居
る
か
、
換
言
す
れ
ば
在
は
在
の
世
曾
事
仁
於
て
、
文
化
の
研
究
を
如
何
に
取
扱
は
ん

1歯

叢

米
岡
文
化
社
曾
皐

第
三
十
一
巻

三
三
五

第
三
競

ニ
七
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叢

米
国
交
化
社
舎
事

第
三
十
一
容

一一一一』

ノ、

第

競

A 

ざ
す
る
か
を
、
簡
畢
に
論
越
し
た
い
ご
思
ふ
。

米
園
文
化
祉
曾
畢
の
由
来

米
国
に
於
げ
る
文
化
赴
曾
事
の
畿
運
の
由
来
は
、
調
逸
に
於
け
る
文
化
一
枇
曾
皐
の
後
蓮
の
由
来
さ
、
少
な
く
も

一一

外
観
上
で
は
異
な
っ
て
居
る
。
但
し
花
は
在
の
融
合
科
間
半
方
法
論
上
か
ら
深
く
考
察
す
る
芝
、
根
本
的
に
は
爾
者

の
聞
に
多
〈
の
一
致
が
存
在
し
て
居
ゐ
ぜ
考
~
る
の
で
あ
る
が
、
誌
の
事
は
本
論
文
最
後
の
一
備
に
於
て
論
や
る

こ
さ
ご
す
る
。

今
米
国
に
於
げ
る
文
化
粧
舎
撃
の
申
来
を
深
〈
了
解
す
る
矯
め
に
は
、
先
づ
ク
オ

1
ド
、
ギ
ソ
デ
イ
シ
グ
ス
、

ス
モ

l
y
、
ポ

I
Y
ド
ク
イ
ン
等
の
同
国
一
耽
曾
率
の
元
老
に
よ
っ
て
創
設
さ
机
た
る
諸
方
針
は
、
如
何
な
る
も
の

で
あ
っ
た
を
考
察
し
、
次
に
其
等
の
諸
方
針
が
ク

1
v
1
、
ロ
ツ
ス
其
の
他
の
幾
多
の
所
謂
中
老
枇
舎
撃
者
に
よ

り
て
如
何
に
畿
展
さ
れ
た
か
を
吟
味
し
、
夏
に
夫
れ
よ
り
米
国
心
理
事
に
於
け
る
行
動
主
義
官
E
i
0
5
5
の
費

遣
の
影
響
を
受
け
て
成
就
さ
れ
た
る
、
米
圃
祉
曾
皐
に
於
げ
る
行
動
主
義
の
勢
遺
を
考
究
し
て
、
一
世
曾
率
は
特
に
人

聞
の
行
動
殊
に
図
樫
行
動
或
は
集
囲
的
行
動
的
「
C
Z
勺
宮

-
5
5《)
『

2
2
r
a
5
u岳
山
丘
三
を
研
究
す
る
ち
の
で
あ

る
さ
見
る
一
枇
舎
皐
概
念
、
却
ち
行
動
主
義
世
曾
率
概
念
が
、
如
何
に
し
て
一
般
に
米
園
枇
舎
皐
界
を
風
廃
す
る
仁

至
っ
た
か
を
究
明
し
、
そ
う
し
て
専
ら
、
匂
理
準
、
生
物
皐
及
び
地
理
拳
等
に
依
頼
せ
ん
さ
す
る
行
動
主
義
一
枇
曾
皐

• 



に
於
て
、
如
何
に
し
て
其
の
行
詰
り
を
意
識
す
る
人
々
が
現
は
れ
て
来
た
か
を
考
究
し
、
其
の
際
米
国
に
於
げ
る
文

化
人
類
皐

(
2
-
z
E
E岳『
D

ち
-cm可
)
の
綾
達
が
、
世
舎
準
の
上
に
如
何
に
影
響
し
て
、
此
底
に
文
化
枇
曾
皐
が

後
蓮
し
て
来
た
か
を
究
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
此
蕗
に
米
国
文
化
一
世
曾
皐
の
由
来
を
、
其
等
の
諸
階
段
を
一
々

論
究
し
て
、
詳
し
く
究
問
す
る
こ

εは
到
底
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
れ
で
只
最
後
の
二
階
段
、
郎
も
行
動
主
義

一
祉
曾
撃
の
行
詰
り
す
」
、
文
化
人
類
皐
の
影
響
さ
を
筒
草
に
遁
ペ
て
、
其
の
直
接
の
由
来
を
ヤ

A
P
筒
軍
に
説
越
す

る
だ
け
に
止
め
る
。
但
し
私
の
見
ゐ
蕗
じ
よ
れ
ば
、
米
同
文
化
人
類
撃
は
一
般
的
事
貫
ご
し
て
は
‘
直
接
に
は
行

勤
主
義
枇
曾
準
が
行
詰
っ
て
来
た
ζ

さ
さ
、
其
の
際
じ
米
国
文
化
人
類
率
一
か
重
大
な
る
影
響
な
及
ぼ
し
た
こ
す
』
ー
と

の
、
二
つ
の
理
由
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
先
づ
行
動
主
義
世
曾
皐
は
如
何
じ
し
て
行
き
詰
っ
た
か
。
詳
し
く
云
へ
ば
行
動
主
義
融
合
撃
者
中
仁
、

其
の
行
詰
り
を
意
識
す
る
人
々
が
如
何
に
し
て
現
は
れ
て
来
た
か
。
今
行
動
主
義
枇
曾
皐
の
最
根
本
原
理
は
、
人

聞
の
行
動
は
業
の
個
人
的
な
る
も
の
も
、
亦
圏
瞳
的
或
は
集
圏
的
な
る
も
の
も
、
つ
ま
b
は
外
部
か
ら
奥
へ
ら
れ

る
刺
激
に
濁
し
て
、
人
聞
が
内
部
に
有
す
る
推
進
力

(
E
5印
)
に
よ
り
て
即
献
す
る
こ
さ
、
或
は
か
叫
舵
ず
る
こ
す
』

じ
よ
h
J
て
成
立
す
る
芝
、
見
る
こ
さ
で
あ
る
さ
思
ふ
。
ぞ
う
し
て
少
な
く
も
形
式
的
に
は
、
人
聞
の
一
切
の
行
動

は
結
局
は
右
の
原
理
に
よ
り
て
一
般
的
に
説
明
さ
れ
る
さ
云
ひ
得
ら
れ
る
。
向
ほ
深
〈
推
じ
究
札
げ
て
行
け
ば
.
人

聞
の
一
切
の
行
動
は
、
結
局
は
右
の
原
理
仁
よ
り
て
説
明
し
待
ら
る
可
き
も
の
で
ゐ
る
さ
も
云
ひ
得
ら
れ
る
。
併

言肯

叢

米
磁
文
化
社
合
事

第
三
十
一
巻

七

第
三
蛾

二
九
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叢
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化
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曲
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十
一
巻

/¥. 

第
三
時
現

O 

し
具
瞳
的
事
質
、
印
ち
人
聞
の
具
瞳
的
行
動
を
業
僅
に
郎
ち
具
睡
的
じ
考
察
す
る
仁
一
於
て
は
、
右
の
原
理
に
よ
り
て

直
も
に
葉
憧
充
分
或
は
充
営
的

(
2
-
R
円
吉
岡
伸
一
可
。
『
包

2
5
E同
)
に
、
説
明
し
得
ら
れ
な
い
も
の
の
多
い
こ
ぜ
が
後

見
さ
れ
る
。
否
な
何
れ
の
具
瞳
的
な
る
人
間
行
動
も
詳
し
く
考
察
す
れ
ば
、
決
し
て
右
の
原
理
に
よ
ち
て
主
一
億
充

A
M
或
は
充
営
的
に
説
明
し
得
ら
れ
る
ち
の
で
な
い
こ
さ
が
費
ら
れ
る
。
更
に
人
間
行
動
の
盤
動
、
殊
に
現
代
文
化

世
曾
に
於
て
見
ら
れ
る
が
如
、
き
、
瀕
繁
な
又
念
激
な
襲
動
、
つ
ま
り
は
現
代
文
化
人
の
行
動
の
瀕
繁
な
又
急
激
な

盤
勤
は
、
到
底
布
の
原
理
に
よ
り
て
充
分
或
は
充
営
的
に
説
明
し
持
ら
れ
る
ち
の
で
な
い
。
是
h
w

外
部
か
ら
の
刺

激
を
自
然
的
国
境
の
奥
へ
る
刺
激
さ
見
る
に
於
て
は
、
自
然
は
一
般
に
恒
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
又
人
間
の
内
部

か
ら
り
推
進
力
却
も
心
理
的
推
進
力
も
二
般
に
恒
定
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
の
倫
ほ
自
然
も
亦
心
理
的
推

進
力
ち
一
般
に
恒
定
的
な
も
の
で
あ
る
淫
す
れ
ば
、
相
異
な
れ
る
一
世
曾
圃
韓
又
は
夫
れ
に
属
す
る
個
人
が
J

同
じ

刺
激
に
到
し
て
、
同
じ
推
進
カ
か
ら
し
て
、
相
異
な
れ
る
反
鹿
を
な
す
所
以
ゃ
、
相
異
な
れ
る
刺
激
に
劃
し
て
、

相
異
な
れ
る
推
進
力
か
ら
し
て
、
同
じ
反
臆
を
な
す
所
以
な
ぞ
も
、
到
底
読
明
し
得
ら
れ
な
〈
な
る
、
か
〈
て
具

程
的
な
る
人
間
行
動
ゃ
.
業
の
麺
動
を
充
分
或
は
充
営
的
(
国
巴
虫
色
町
ロ
[
]
可
C
『
l
E
Z
g
E
S

は
、
少
な
く
も
行
動
主
義
の
原
理
に
於
て
認
め
ら
れ
て
居
る
説
明
的
因
素
以
上
の
或
説
明
的
因
素
を
も
、
認
め
ね

に
説
明
す
る
矯
め
に

ば
な
ら
ぬ
こ
さ
が
豊
ら
、
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
如
何
な
る
新
し
き
設
明
的
因
素
を
認
h
u

可
き
か
は
、
行
動
主
義

赴
曾
挙
に
於
て
甚
だ
重
要
な
る
根
本
問
題
さ
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
際
文
化
人
類
事
の
後
遺
が
、
世
曾
皐



の
後
達
に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
う
し
て
業
の
影
響
の
下
に
此
蕗
に
文
化
粧
舎
皐
が
生
ま
れ
て
来
た
の
で

あ
る
。文

化
人
類
率
一
般
の
由
来
及
ぼ
凌
遣
に
就
て
は
、
此
蕗
に
詳
し
く
論
越
す
る
暇
は
な
〈
、
叉
其
の
必
要
も
な
い

で
、
只
米
国
仁
於
け
る
其
の
由
来
及
び
費
達
に
就
て
、
且
つ
夫
れ
が
特
に
文
化
吐
舎
畢
の
稜
蓬
に
及
ぼ
せ
る
重
要

な
る
影
響
の
方
面
か
ら
見
て
、

極
簡
単
に
遁
ぺ
る
に
止
め
る
が
、

ヘ
但
し
文
化
人
類
撃
の
由
来
及
び
費
逢
に
就
て
は
、
簡
明
に
し

戸
て
し
か
も
深
奥
な
る
批
剣
的
考
察
が
、
米
園
女
化
人
類
墜
白

地
場
た
い
」
品
目
d
j
U献
が
日
一
吋
d
y議
官
時
同
日
。
日
日
目
1
口
問
み
ち
。
笥
軒

HV)
今
米
国
に
於
げ
る
文
化
人
類

フ
ラ
ン
ッ
・
ポ
ア
ス
百
E
E
F
E
私
が
直
接
に
人
類
撃
を
事

J

で
あ
る
。

/
ん
だ
私
自
人
類
皐
上
の
唯
一
の
先
生
、

T

皐
の
皆
達
を
開
始
し
た
る
は
、

ポ
ア
ス
は
4

M

Y

y
y
大
牟
在
職
中
か
ら
、
障
に
ア
メ

y
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
人
の
研
究
に
専
ら
力
を
注
い
で
居
た
の
で
、
某
の
縁

故
で
-
一
ユ

l
ヨ

1
ク
博
物
館
の
人
種
率
部
長
に
招
か
れ
、
又
コ
ロ
シ
ピ
ア
大
拳
の
人
類
事
致
授
に
任
壱
ら
れ
た
。

彼
は
先
づ
ア
メ

9
カ
ン
・
イ
ン

J

ア
イ
ア
ン
人
の
紳
話
及
び
言
語
の
研
究
に
カ
を
注
い
だ
こ
ぜ
か
ら
し
て
、
還
に
人

類
曲
牢
の
研
究
に
於
り
る
生
物
率
的
見
地
や
地
理
皐
的
見
地
じ
劃
し
て
、
歴
史
的
見
地
を
大
に
重
要
崩
す
る
に
至
つ

た
が
、
其
の
見
地
か
ら
し
て
米
闘
に
於
げ
る
文
化
人
類
皐
の
畿
運
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
o

き
れ
ば
米
国
文
化
人

類
聞
学
者
は
、
ポ
ア
ス
が
才
メ

y
カ
ン
・
イ
シ
ダ
イ
ア
シ
人
の
研
究
仁
、
歴
史
的
見
地
を
轍
入
せ
る
こ
さ
を
以
て
、
彼

の
最
ご
ち
重
要
な
る
一
貢
献
さ
認
め
て
居
る
。
ぞ
う
し
て
ポ
ア
ス
が
ア
メ

p
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
人
の
研
究
に

於
て
新
た
に
樹
立
せ
る
歴
史
的
見
地
さ
一
五
ふ
は
、

つ
ま
り
部
族
の
文
化
を
葉
の
限
定
さ
れ
た
る
歴
史
的
地
理
的
郷

言晶

叢

米
園
文
化
枇
含
島
平

第
三
十
一
巻

九

第

披
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叢
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三
問
。

第
三
務

士
(
町
一
件
。
ュ

gzm向。
ms喜一
2
-
V
O
B目
印
)
仁
於
て
、
地
理
的
園
境
や
周
園
の
諸
文
化
さ
の
閥
係
、
及
び
文
化
の
諸
・
万

面
聞
に
作
ら
れ
た
る
、
幾
多
の
且
つ
屡
々
錯
綜
せ
る
心
理
的
蓮
合
さ
の
閥
係
に
注
目
し
て
、
詳
し
〈
研
究
す
る
さ

一
耳
ふ
見
地
で
あ
る
。
ポ
ア
ス
は
此
の
庵
史
的
見
地
を
具
糟
的
に
表
現
す
る
も
の
ざ
し
て
、
文
化
地
域
守
口
一

Z
E
同月
ω)

の
概
念
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
概
念
は
後
に
遁
ぷ
る
慮
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
く
、
文
化
人
類
皐
に
於

て
、
又
文
化
一
耽
曾
拳
に
於
て
、
最
ご
も
重
要
な
る
蒸
本
的
一
一
概
念
さ
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
又
此
の
概
念
に
結
び

附
い
て
、
限
界
地
域
〈
口
出
叶
札
口
丸
町
内
山
山
)
や
文
化
被
令
八
円
U

一
日
目
叩
m
O
Z
H
1
2
〉
や
、
文
化
模
型
合
同
一
日
山
内
官
昨
日
〉

ゃ
、
業
の
他
の
基
本
的
概
窓
が
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ポ
ア
ス
は
本
来
具
瞳
的
毛
ノ
グ
ラ
ア
イ
的
研
究
を
偏
愛
し
て
、
専
ら
之
れ
に
カ
を
注
ぎ
、
抽
象
的
純
理
論
的
な

論
過
を
好
ま
ぬ
傾
向
を
有
っ
て
居
た
か
ら
彼
は
彼
の
理
論
的
及
び
方
法
論
的
原
理
を
包
括
的
組
織
的
に
読
過
し
て

居
な
い
。
随
ふ
て
之
を
包
括
的
に
把
捉
し
て
、
簡
単
に
読
過
す
る
こ
さ
は
困
難
で
あ
る
が
、
其
後
彼
の
方
針
に
従

ふ
て
文
化
人
類
事
の
馳
棋
連
に
協
力
せ
る
、
多
敷
の
有
力
な
る
研
究
者
は
、
彼
の
歴
史
的
見
地
を
種
々
に
費
展
さ
せ
、

今
日
米
国
文
化
人
類
奉
者
聞
に
、
其
方
法
論
的
指
導
原
理
ご
し
て
一
般
に
承
認
さ
れ
て
居
る
も
の
が
確
立
さ
れ
て

本
市
花
。
そ
う
し
て
ゴ

Y
J
ア
ン
ヲ
イ
ザ

1
の
説
遁
に
よ
れ
ば
、
其
等
の
原
理
の
主
要
な
る
も
の
は
左
の
如
〈
で
あ
る
。

郎
ち
探
究
を
限
定
さ
れ
た
る
地
理
的
歴
史
的
地
域
(
丘
町
時
『
吉
田
)
に
集
中
し
、
之
を
葉
の
年
代
的
深
さ
に
於
て
、
又

部
族
聞
の
接
鯛
に
於
て
見
ら
れ
る
側
面
的
地
理
的
贋
が
り
に
於
て
研
究
す
る
二
芝
、
文
化
諸
特
徴
或
は
特
徴
諸
複



合
の
配
布
を
跡
つ
け
る
に
於
て
、
客
観
的
方
法
を
適
用
し
、
又
文
化
諸
特
徴
の
蓮
合
、
交
叉
及
び
同
化
の
研
究
に
於

て
心
理
事
的
方
怯
を
適
用
す
る
こ
ご
、
部
族
文
化
或
は
地
域
文
化
の
記
述
に
於
て
、
殊
に
地
方
的
に
生
起
せ
る
、
又

は
他
か
ら
輸
入
さ
れ
た
る
新
し
き
特
徴
の
既
牧
に
閲
し
て
、
「
様
式
」
及
び
「
模
型
」
(
=
町
三
m
=
胆

E
-
J同
Rms-w)のサ

概
念
を
使
用
す
る
こ
さ
.
部
族
的
境
界
内
に
於
て
用
ひ
ら
れ
る
差
異
法
或
は
示
差
法
(
己
-
F
R
E
E
g
m吾
D

己
)
を
亜

部
族
的
及
び
個
人
的
差
異
の
研
究
に
擁
張
す
る
こ
さ
、
意
味
或
は
評
債
の
異
貫
性
又
は
微
妙
な
差
異
が
問
題
さ
な

る
場
合
じ
は
言
語
率
的
方
接
'
ぜ
採
用
す
る
こ
さ
、
文
化
複
合
の
歴
史
的
成
分
ご
心
理
的
成
分
ど
を
排
別
し
、
切
離
す

る
ニ
f
」
、
進
化
主
義
及
び
困
境
主
義
を
其
の
粗
雑
な
古
典
的
諸
形
鰹
に
於
て
は
断
熱
排
斥
す
る
こ
さ
‘
「
侍
播
」
或

は
「
世
昼
間
枇
」
(
工
乙
丈
「
F
E
A
E
Z
)
、
「
樹
立
畿
蓮
」
、
「
蛇
r
n
L
F
:
Z
E
E
-
z
z
w
』
、
「
輯
合
L
或
は
「
収
数
」

(
J
2
4
2
m
g門町=)

等
の
概
念
を
、
濁
断
的
公
準
さ
し
て
で
は
な
く
、
後
見
的
這
具
さ
し
て
適
用
す
る
こ
さ
等
。

ポ
ア
ス
の
開
始
せ
る
方
針
は
、
多
数
の
米
国
人
類
事
者
殊
に
当

gzu
の
0
5
2
5
5♂
p
o
m
Z♂
「

o
S
5
等

の
諸
大
家
に
よ
り
て
大
に
展
開
さ
れ
て
、
此
蕗
に
米
国
文
化
人
類
撃
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
て
業

の
方
法
論
的
原
理
は
一
般
的
に
は
、
上
に
蓮
ぺ
し
如
く
に
、
大
韓
上
目
公
式
化
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
其

等
の
諸
家
の
設
定
せ
る
貫
質
的
原
理
の
聞
に
は
、
種
々
な
る
差
異
が
後
見
さ
れ
る
。
さ
れ
ざ
此
慮
に
其
等
の
原
理

に
就
て
詳
し
く
遮
ぺ
る
暇
は
な
い
か
ら
、
只
文
化
一
世
曾
率
に
及
ぼ
せ
る
影
響
か
ら
見
て
、
特
に
重
要
さ
思
は
れ
る

も
の
だ
げ
に
就
て
、
少
し
く
遁
ぺ
て
置
き
た
い
さ
思
ふ
。

論

叢

米
園
文
化
粧
舎
皐

第
三
十
一
巻

四

第
三
披
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巻
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四

後
に
文
化
一
枇
曾
畢
の
基
本
的
概
舎
及
び
原
理
に
就
て
、
又
夫
れ
に
闘
す
る
論
争
に
就
て
遁
ぺ
る
躍
に
よ
り
て
稿

々
詳
し
く
知
ら
れ
る
如
く
、
文
化
を
以
て
超
個
人
的
或
は
超
有
機
的
な
る
ち
の
さ
見
る
思
想
、
及
び
夫
れ
じ
基
い

て
立
て
ら
れ
る
文
化
決
定
主
義

醤

r重
要
な
る
根
本
的
一
問
題
ざ
な
っ
て
居
る
が
、
此
壁
一
リ
の
思
想
は
文
化
人
類
印
字
者
中
、
殊
に
ク

v
l
j
l
及
び

(
円
三
宮
『
μ
一
色
巾
門

2
5一
口
一
回
目
)

の
思
想
は
、
文
化
枇
曾
皐
に
開
す
ゐ
論
争
に
於
て
、
・

?
1キ
に
よ
h
て
、
先
づ
盛
ん
に
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ク

V
1
バ
ー
は
文
化
の
趨
有
機
的
.
超
倒
人
的
、
起
心
哩
的
性
質
、
及
び
歴
史
的
事
象
の
決
定
主
義
井
に
不
可

避
性
を
大
に
強
調
し
、
ぞ
う
し
て
世
舎
的
な
る
も
の
さ
は
卸
ち
文
化
的
な
る
も
の
を
意
味
し
、
又
一
切
の
文
化
は

前
在
の
文
化
に
よ
り
て
決
定
さ
れ
る
も
の
な
る
を
主
張
し
た
。
か
く
て
彼
は
歴
史
に
於
け
る
個
人
の
カ
を
大
仁
縮

少
せ
ん
さ
し
た
。

(閃『
O
叩

σ
2・
巴
間
町
内
町
巾

-
H
H
M
H
d
p
a一
O
E明
、
〉
ヨ
向
江
町
田
口
〉
ロ

F
Z目
uc-cm一
回
仲
『
ゆ
『
品
・
吋
]
】
巾

ω
=
3同
問
曲
目
ユ
門
咽

F
E
e
q・
〉
丘
町
3
3
r
u
m
}
J
G
N凶
)
そ
う
し
て
彼
の
根
本
思
想
は
「
十
八
ク
俸
の
宣
言
」
仁
於
て
、
最
さ
も
明
か
に

皐
ば
れ
る
守
」
思
ふ
か
ら
、
左
に
之
を
翠
げ
て
置
く
。

mw歴
克
の
目
的
は
文
明
白
金
憶
と
枇
曾
的
事
責
と
の
関
係
を
知
る
ζ

と
に
あ
る
。
仰
歴
史
の
研
究
す
る
材
料
は
人
間
で
は
な
〈
し
で
人
聞
の
仕
事

或
は
業
債
で
あ
る
。
例
文
明
は
人
聞
に
よ
り
で
文
へ
ら
れ
、
責
現
さ
れ
、
人
間
を
通
じ
で
存
在
ナ
る
が
、
併
し
夫
れ
自
身
に
於
で
存
立
し
、
人
間
白

岨
締
結
僻
党
府
議
日
刊
吋
鉱
韓
日
訴
以
儒
接
試
問
恥
謀
説
務
提
鴻
僻
け
既
設
が
M
f
均
三
部
腕
殺

と
と
は
出
富
市
な
い
c

的
個
人
的
な
る
も
白
は
、
例
解
と
し
て
の
一
外
は
全
〈
歴
史
的
債
憶
を
有
し
な
い
。
伺
地
理
的
或
は
物
理
的
圏
境
ほ
究
明
に
よ
り
で

利
用
さ
れ
る
原
料
で
あ
る
が
、
文
明
を
形
成
し
或
は
説
明
す
る
一
因
素
で
は
な
い
。
山
門
・
突
出
切
の
運
載
者
と
し
て
の
総
て
の
人
種
の
絶
費
財
平
等
及
び

同
一
性
は
、
歴
史
家
に
よ
り
で
前
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
問
遺
惇
は
歴
史
に
於
て
何
等
白
役
目
を
も
演
じ
た
と
は
認
め
、
b
得
れ
な
い
。

ω獲
得
に
よ

r
、



、J

つ
て
の
遺
俸
と
一
五
ふ
こ
と
は
、
生
物
事
的
に
も
、
歴
史
的
に
も
、
同
等
に
信
じ
得
、
白
れ
な
い
怪
奇
で
あ
る
。
日
陶
汰
及
び
有
機
的
進
化
の
他
白
首
図

fz
、

素
は
究
明
に
影
響
ナ
る
も
白
と
認
め
得
ら
れ
な
い
。
四
所
謂
野
護
人
な
る
も
の
は
、
動
物
と
科
撃
的
に
教
育
さ
れ
た
る
人
と
白
聞
の
移
り
目
で
な
い

(

)

 

均
一
批
曾
的
種

(ES-
苦
己
主
と
か
、
叉
は
標
準
的
文
化
類
型
と
か
標
準
的
文
化
階
段
と
か
栴
せ

b
る
可
曹
も
の
は
存
在
し
な
い
。
何
民
族
心
な

M

rs
、

、

‘

ノ

も
の
は
存
在
せ
ず
、
只
文
明
が
存
在
す
る
の
与
で
あ
る
。
日
歴
奥
に
於
て
は
、
物
理
的
化
撃
的
科
皐
白
一
法
則
と
同
様
な
る
法
則
は
存
在
し
な
い
。

m

(

)

)

(

 

廃
奥
は
必
須
的
保
件
を
研
究
す
る
も
の
に
し
て
、
原
因
を
研
究
ナ
る
も
の
で
な
い
。
ロ
田
尻
奥
の
因
果
性
は
目
的
論
的
な
も
の
で
あ
る
。
凶
終
り
に
殿

，f
、

格
な
る
生
物
撃
的
研
究
が
、
一
歴
史
の
結
果
宇
研
究
回
仕
方
を
無
観
す
る
の
と
金
〈
同
様
に
、
廃
具
に
あ
ヲ

て
は
、
生
物
撃
、
心
理
畢
或
は
自
然
科
事
に
於
て
行
は
れ
る
測
定
或
は
侠
定
宇
、
方
法
は
用
ひ
ら
れ
な
い
。

官

1
ヰ
も
ク
レ

1
J
J
l
申
」
同
じ
見
解
を
ぎ
り
、

文
化
的
費
化
、

或
は
人
聞
の
圏
憧
的
桁
勤
仁
於
り
る
麓
化
は
、

常
に
一
定
の
文
化
的
保
件
に
よ
り
て
決
定
ち
れ
る
も
の
に
し
て
、
そ
う
し
て
寄
人
は
業
等
の
傑
件
に
よ
り
て
、
文

化
的
睡
化
を
充
分
に
説
明
す
る
こ
さ
が
出
来
る
の
で
、

か
く
で
個
人
心
理
的
僚
件
に
訴
へ
る
必
要
は
、
金

f
存
在

し
な
い
さ
論
じ
て
居
る
。

(円

C
5円
w
h
E
E
m
E
E
E
E
o
-
-
m
v
J
G
ミ
)
・
か
〈
て
グ

V
1
バ
ー
や
ロ

1
ヰ
は
文
化

入
類
墜
に
於
て
、
偽
闘
の
祉
舎
奉
者
グ
ュ

uf
ヶ
ム
及
び
其
の
振
の
人
々
が
、
世
曾
事
に
於
て
樹
立
し
カ
の
さ
同
様

な
原
理
を
樹
立
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
グ
ュ

グ
ケ
ム
は
既
に
千
八
百
九
十
年
代
に
、
彼
の
世
曾
皐
の
原
理
を
確

立
し
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
.
年
代
的
に
見
れ
ば
グ
レ

1
バ

1
や
ロ

1
ヰ
の
ご
棋
の
米
国
文
化
人
類
皐
は
、

つ
ま

h
ノ
グ
ユ

Y

ク
ム
振
の
枇
曾
撃
の
原
理
を
、
人
類
墜
に
轍
入
せ
る
ら
の
で
あ
る
さ
見
倣
し
得
ら
れ
る
ご
思
ふ
。

併
し
米
国
文
化
人
類
皐
者
は
、
組
て
ク
レ

1
f
1や
ロ

1
ヰ
の
一
振
の
人
冷
の
如
く
に
、
文
化
決
定
主
義
げ
剖

ソ

ν
才
ロ
ヂ
ス
ム

も
駐
曾
事
仁
於
て
は
世
舎
皐
主
義
守
」
帯
せ
ら
れ
る
も
の
を
唱
へ
て
居
る
の
で
な
い
。
ク

V
I
N
-や
ロ

1
時
さ
同

様
仁
J

米
国
文
化
人
類
皐
の
建
設
者
ご
し
て
重
要
視
さ
る
可
き
ゴ
Y
デ
ン
ヲ
イ
ザ
ー
や
?
イ
ス
タ
ー
ー
や
ト

J
守スー

論

叢

米
国
文
牝
枇
舎
血
平

第
三
十
一
容

三
四
三

第

軍主

一五



論

叢

米
国
文
化
枇
含
皐

第
三
十
一
巻

=
一
四
四

第

五涜

占

"、

な
ぞ
の
人
々
は
、
決

ιて
文
化
決
定
主
義
を
唱
へ
て
居
る
の
で
な
い
。

(。。
E
巾
口
当
巳
回
目
♂

何
回
『

-v
、
(以〈一一円
N
山
氏
。
日
切

右
足
・

4

言師団
]qw
冨

E
h
H
E
の
z-Z3w
』
山
道
凶
・
、
同
F
O
B山
田
司
∞

O
Z「
円
巾
旬
。
。
戸
内
『
O
『

ω。
円

rw一
(
〕
『
一
位
同

5
3
0ゆ
)
云
ふ
ま
で

も
な
〈
、
彼
等
も
大
に
文
化
を
重
要
視
す
る
の
で
あ
る
。
彼
等
の
諭
す
る
蕗
に
よ
れ
ば
人
聞
は
人
間
闇
盟
の
成
員

ご
し
て
.
其
の
行
動
に
於

τ常
に
文
化
的
貫
在
で
あ
り
、
個
人
の
行
動
も
亦
圏
惜
の
行
動
も
、
如
何
に
深
〈
本
能

及
び
地
理
的
環
境
に
根
抵
を
有
す
る
に
せ
よ
、
営
面
に
は
一
の
歴
史
的
或
は
文
化
的
産
物
さ
し
て
考
へ
ら
れ
る
に

非
ら
や
ば
、
決
し
て
充
分
じ
理
解
し
特
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
個
人
的
及
び
園
間
的
行
動
の
模
型
は
文
化
的
横
型

ア
ン
テ
イ
シ
ヂ
μ
ツ

に
し
て
、
そ
う
し
て
あ
る
が
ま
ま
で
は
其
の
歴
史
的
前
件
を
理
解
す
る
こ
さ
な
し
仁
は
、
到
底
理
解
し
得
ら
れ
る

も
り
で
な
い
。
個
人
心
も
亦
個
人
的
行
動
も
・
あ
る
が
ま
ま
で
は
有
機
的
進
化
の
生
産
物
で
あ
る
よ
り
は
、
蓮
か

に
よ
ち
多
〈
歴
史
的
文
化
的
生
産
物
で
あ
る
。
し
か
る
文
化
的
過
程
は
赴
曾
的
過
程
の
全
躍
で
ば
な
く
、
又
只
文

化
の
み
が
人
聞
の
心
意
及
び
行
動
を
決
定
す
る
の
で
な
〈
、
ぞ
う
し
て
文
化
的
及
び
世
曾
的
過
程
に
於
て
人
聞
の

個
性
及
び
人
格
者
は
重
要
な
る
一
の
役
目
を
演
や
る
の
で
あ
る
。
ト

1
?
ス
は
既
に
千
九
百
九
年
に
公
に
せ
る
上

奉
の
著
書
に
於
て
、
文
化
は
危
機
、
注
意
、
制
御
及
び
習
慣
形
成
等
仁
よ
り
て
建
設
さ
れ
て
居
る
が
、
其
の
建
設
の
過

程
に
於
て
非
凡
な
創
造
的
個
人
が
常
に
一
の
重
要
な
る
因
素
で
あ
っ
た
こ
さ
、
か
く
て
文
化
は
人
間
精
神
の
生
産

物
で
あ
る
こ
之
、
し
か
も
人
間
風
瞳
が
、
文
化
の
一
定
の
水
準
に
一
た
び
到
達
し
た
注
す
る
三
.
主
ご
し
て
其
の
文

化
水
準
が
、
業
の
圏
檀
の
成
員
た
る
個
人
の
習
慣
及
び
知
能
を
決
定
し
、
か
く
て
又
文
化
後
遺
の
次
の
階
段
を
決



定
す
る
も
の
な
る
こ
さ
等
を
詳
し
〈
論
述
し
て
居
た
s

却
設
在
は
此
鹿
で
は
米
国
文
化
人
類
撃
に
就
て
、
右
に
遁
ぺ
来
、
り
し
よ
り
以
上
に
詳
し
く
詑
堪
す
る
こ
さ
が
出

来
な
い
が
、
さ
に
か
く
右
に
堪
ぺ
来
h
し

rけ
で
も
、
米
圃
文
化
人
類
皐
炉
、
人
聞
の
個
人
的
及
び
圏
瞳
的
或
は

集
園
的
行
動
の
決
定
的
一
因
素
ぎ
し
て
、
文
化
は
如
何
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
な
る
か
を
、
明
か
に
論

謹
し
た
こ
ず
」
を
了
解
し
得
ら
れ
る
さ
思
ふ
。
要
す
る
に
米
岡
文
化
人
類
撃
者
は
、
主
さ
し
て
原
始
人
民
或
は
自
然

民
族
に
就
て
で
は
あ
る
が
、
其
の
個
人
的
及
び
圏
瞳
的
行
動
を
、
め
る
が
ま
ま
に
充
分
或
は
充
営
的
に

(Z部門
E
z
q

C

『
邑
2
5
E可
)
理
解
し
説
明
す
る
矯
め
に
は
、
吾
人
は
先
づ
第
一
に
文
化
の
方
面
か
ら
研
究
し
始
め
ね
ば
な
ら

ね
こ
芝
、
即
ち
彼
等
の
一
五
ふ
が
如
〈
文
化
的
接
近
(
円

ZEE-
品切
g
R
F
)
を
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
m
H

ニ
ゾ
」
を
明
か
に

し
た
の
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
彼
等
の
詳
し
き
具
瞳
的
毛
ノ
グ
ラ
フ
イ
的
研
究
に
よ
り
て
、
人
間
枇
曾
の
研
究
に
は
、

生
物
事
的
接
近
や
、
又
心
理
事
的
接
近
や
、
叉
地
理
拳
的
接
近
な
ぞ
が
、
結
局
は
如
何
に
重
要
で
あ
る
さ
し
て
も

少
な
く
も
嘗
面
に
は
先
づ
第
一
に
、
文
化
的
接
近
の
重
要
な
る
こ
芯
が
慶
く
承
認
さ
れ
て
来
た
。
か
〈
て
さ
き
に

通
ぺ
し
が
如
き
意
味
に
て
、
行
詰
与
を
意
識
し
て
来
北
行
動
主
義
世
曾
撃
者
は
、
文
化
人
類
撃
の
所
設
仁
従
ふ
て

祉
舎
準
に
於
け
る
人
間
行
動
の
分
析
に
あ
り
て
も
、
先
づ
文
化
を
重
要
親
し
、
文
化
的
接
近
(2-E『
包
同
署

E
R
F
)

を
行
な
ふ
必
要
を
認
め
、
ぞ
う
し
て
文
化
人
類
撃
の
方
法
論
的
原
理
を
枇
舎
事
に
轍
入
し
・
更
に
業
の
賞
質
的
原

理
を
も
輸
入
し
て
枇
舎
撃
の
新
し
き
費
展
を
企
だ
て
ん
さ
し
、
此
慮
に
米
国
文
化
粧
曾
皐
が
生
ま
れ
て
来
た
の
で

論

叢

来
園
文
化
社
舎
郡
一
-

第
三
十
一
巻

四
五

第

披

七



7曲

叢

品
市
圏
文
化
枇
曾
畢

第
三
十
一
巻

一
四
六

第

放

八.

但
し
忍
は
米
圃
社
曾
事
目
安
達
白
一
般
的
事
責
に
基
い
て
、
米
圃
文
化
粧
舎
撃
の
由
来
を
上
に
漣
ペ
来
り
し
知
〈
に
説
明
し
た
白
で
あ
る

が
、
併
し
米
圃
文
化
社
曾
事
由
出
現
以
前
回
一
定
自
社
曾
事
巴
立
場
か
ら
、
之
を
掻
取
し
て
其
白
立
場
白
新
し
奇
後
遺
を
闘

b
ん
と
す
る

見
地
か
ら
し
て
、
米
圃
文
化
祉
曾
皐
白
由
来
を
異
な
れ
る
方
商
品
ら
説
明
ナ
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
告
し
で
忍
は
か
一
ふ
る
説
明
白
一
例
と
し
て
、
殊

陀
勝
れ
た
る
一
例
と
し
て
、
此
虚
に
エ
ル
ウ
ッ
ド
が
「
リ
ツ
ピ
ン
ヨ
ッ
ト
枇
曾
皐
議
書
」
中
の
一
冊
「
祉
曾
科
撃
に
於
け
る
晩
涯
の
鵬
首
違
」
に
寄
稿
せ
る

論
文
「
祉
曾
撃
に
於
け
る
隣
近
の
費
達
」
を
拳
げ
で
置
き
た
い
と
思
ふ
。
何
=
d
s
a
w
F
2
Z
巴
古
色
。
司
自
目
立
古
田

og--o泊一
F
E
-河
内

2
E
ロ
ヨ
巴

8
5

E
官

Z
5
0
ぎ
の
広
明
日
自
問
ω
-
J
J
(ピ
宅
一
回
吉
宮
山
主
。
E
m
E
H
m
m
z
g
)
エ
ル
ウ
ッ
ド
は
同
論
文
中
に
述
べ
で
居
る
知

f
、「
'F
〈
T
人
間
開
憾
の

あ
る
。

祉
曾
圃
宇
は
主
と
し
で
究
化
の
一
研
究
、
即
ち
人
間
周
慢
の
吐
曾
的
債
値
、
社
曾
的
態
度
、
俸
読
及
び
慣
習
の
一
研
究
と
な
ワ
で
居
る
」
と
認
め
る
白

で
あ
る
か
品
、
彼
も
今
日
で
は
ヤ
ハ

H
康
い
意
味
で
の
米
同
文
化
社
曾
撃
者
で
あ
る
。
そ
う
し
て
Z

ル
ウ
ヴ
ド
白
も
と
白
布
場
は
、
在
が
二
十
数
年

前
か
ら
、

4
丁
目
に
至
る
も
、
常
に
新
た
に
費
展
さ
せ
づ
L

も
、
し
か
も
根
本
的
に
は
固
持
し
て
居
る
立
場
主
、
種
々
の
勘
に
於
て
似
て
居
る
の
で
あ

る
か
ら
、
彼
の
も
と
の
立
場
か

b
、
今
日
の
米
同
丈
化
社
曾
撃
を
彼
の
祉
曾
撃
に
取
り
入
れ
て
、
之
を
改
造
せ
ん
と
ナ
る
企
だ
て
に
は
、
な
の
同
意

ι得
る
動
は
少
な
〈
な
い
の
ぜ
あ
る
ο
そ
和
で
本
論
文
最
後
四
一
脱
却
「
米
岡
交
化

枇
曾
問
中
批
判
」
に
於
で
は
、
其
等
の
勤
に
就
て
簡
単
な
が
ら
論
じ
た
い
と
思
'
配
。

一一一
米
園
文
化
粧
曾
皐
の
基
本
的
概
念
及
び
原
理

前
節
仁
趨
ぺ
し
慮
仁
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
〈
、
米
圃
文
化
人
類
皐
は
其
の
賓
質
的
原
理
に
於
て
見
れ
ば
、
根
本

的
に
は
二
つ
の
方
針
に
於
て
費
達
し
て
居
る
さ
見
倣
し
得
ら
れ
る
の
で
、
業
の
一
は
ク
レ

l
f
l
、
ロ

1
ヰ
等
に

よ
り
て
代
表
さ
れ
る
蕗
の
、
文
化
決
定
主
義
或
は
大
に
夫
れ
に
近
き
主
義
を
奉
じ
、
心
理
的
因
素
や
生
物
率
的
困

素
を
軍
要
調
せ
や
、
叉
個
人
の
勢
力
を
全
〈
或
は
殆
ん
ざ
全
く
無
視
せ
ん
さ
す
る
も
の
、
業
の
二
は
ヲ
イ
ラ
フ

l

ゴ
Y
デ
シ
ヲ
イ
ザ

l
、
ト

l
マ
ス
等
に
よ
り
て
代
表
さ
れ
る
慮
の
、
文
化
を
大
に
重
要
現
す
る
が
、
併
し
之
を
以

て
唯
一
の
、
或
は
殆
ん
ど
唯
一
の
決
定
因
素
さ
は
認
め
や
、
心
理
的
因
素
や
生
物
畢
的
困
素
を
も
、
又
個
人
の
勢

力
を
も
重
要
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
〈
て
文
化
人
類
皐
の
影
響
を
受
け
て
品
目
蓮
せ
る
米
国
文
化
世
曾
皐
に
於
て



も
亦
、
根
本
的
に
は
右
の
二
つ
の
方
針
に
大
瞳
上
相
躍
す
る
二
つ
の
方
針
が
見
出
さ
れ
る
さ
思
ム
。
併

LAm-日
米

圃
文
化
世
曾
亭
ご
し
て
特
に
注
目
さ
れ
、
又
後
に
通
ぶ
る
如
く
に
米
国
文
化
一
位
舎
事
論
守
の
主
題
さ
な
っ
て
居
る

も
の
は
、
文
化
人
類
皐
の
第
一
の
方
針
、
卸
ち
文
化
決
定
主
義
文
化
人
類
皐
ご
も
稿
す
可
当
-
も
の
に
、
大
鯉
上
相

膳
や
る
文
化
枇
曾
撃
の
方
針
却
す
り
文
化
決
定
主
義
文
化
粧
舎
拳
ご
も
蔚
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
ご
恩
ふ
。
又
特

に
米
国
文
化
枇
曾
皐
さ
蒋
せ
ら
れ
る
も
の
ご
し
て
は
、
其
の
方
針
は
葉
の
特
質
を
最
ご
も
よ
く
稜
揮
す
る
も
の
す
」

思
は
れ
る
。
夫
れ
で
本
簡
に
於
て
米
国
文
化
枇
曾
撃
の
基
本
的
概
念
及
び
原
理
を
、
簡
単
に
詑
越
せ
ん
ぜ
す
る
に

嘗
っ
て
、
犯
は
主
ざ
し
て
其
の
方
針
の
文
化
枇
曾
率
五
就
て
考
療
す
る
こ
芝
、
、
す
る
。
ぞ
う
し
て
又
右
の
方
針
の

米
圃
文
化
枇
曾
準
の
基
本
的
概
念
及
び
原
理
を
、
簡
車
に
詑
越
せ
ん
さ
す
る
に
営
っ
て
、
在
は
ミ
ヰ

y
タ
大
皐
の

ク
イ

ν
1数
授
が
「
米
圃
世
舎
皐
雑
誌
」
昨
年
九
月
競
に
会
に
せ
る
論
文
。
文
化
概
念

ω
正
蛍
性
し
中
に
遁
ぺ
て
居
る

こ
ぎ
に
依
る
こ
さ
、
も
す
る
。
是
れ
在
は
同
論
文
中
に
彼
の
論
越
し
て
居
る
こ
さ
は
、
右
の
方
針
の
米
国
文
化
粧
曾

皐
の
最
近
の
傾
向
宏
、
最
ざ
も
よ
く
代
表
し
て
居
る
ぎ
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
富
山
]
円
三
日

臣、円・

4
弓
ロ
]
叩
}
コ

H
，E
m
 

〈
巳
庄
一

q
o『
岳
叩
門
戸
ニ

E
B
n。
ロ
門
巾
℃
ゲ
〉
自
巾
『

-
2
2
]。
Z
『
白
血
}

。『
m
o
円一。
-cm}J
∞巾
1
m
g
r
2
3
N
Q
)
ヘ
ウ
イ
レ
ー
は
新
進

y
m
u
米
岡
文
化
祉
曾

事
者
に

L
で
、
院
に
滋
多
白
有
盆
な
る
論
文
を
公
に

L
で
居
る
が
、
更
に
者
-
-
m
D
E
U

巧
乙
-
z
k協
力
し
て
、
延
今
に
同
E
品目白
m
M
J

E
日

o
n
目
。
}
。
一
四
『
主
題
ナ
る
新
著
を
出
版
せ
ん
と
し
て
居
る
白
で
、
英
の
し
事
は
近
著
の
米
国
の
祉
曾
撃
雑
誌
に
猿
品
目
さ
れ
て
居
る
0

」

但
し
目
下

‘ 

通
ぺ
る
事
は
、
車
に
ク
イ

ν
1
の
論
壇
を
実
の
偉
に
罪
し
た
も
の
で
な
〈
、
主
ざ
し
て
彼
の
論
過
に
依
っ
て
居
る

カZ

併
し
又
他
の
文
化
一
世
曾
皐
者
の
論
謹
を
ゐ
牽
考
し
、
そ
う
し
て
米
国
文
化
世
舎
皐
の
基
本
的
概
念
及
び
原

米
岡
文
化
粧
曾
撃

言晶

叢

第
三
十
一
巻

三
四
七

第

務

三
九



1歯

叢

第
三
十
一
巻

四
A 

第

務

四

O 

米
岡
文
化
社
曾
宰

理
の
最
近
の
後
達
を
、
筒
車
に
理
解
す
る
に
便
利
な
る
様
、
在
自
身
の
考
へ
に
よ
り
て
敷
項
に
分
ち
、
且
つ
各
項

に
夫
れ
夫
れ
題
名
を
附
し
た
る
も
の
で
あ
る
。

， 

融
曾
瞳
の
由
一
般
的
概
怠

文
化
の
研
章
、
即
ち
文
化
の
始
源
及
び
生
長
、
某
の
侍
播
及
び
持
績
等
の
諸
過
程
の

研
究
が
、
枇
曾
皐
の
研
究
を
構
成
す
る
の
で
、
要
す
る
に
枇
曾
拳
ご
は
、
文
化
的
影
響
或
は
勢
力
の
言
葉
仁
於
て

説
明
を
輿
へ
る
人
間
行
動
の
研
究
へ
の
接
近
で
あ
る
。
(
∞
。
円
一

o
z
q
町
二
宮
品
目
岩
山
内

r
g
岳
山
印
門
口
々
え

E
5
8

.

.

.

 

‘
i

t

-

-

-

-

‘

品

h

，

U

巾口仰〈
]ο
円・白川向岬のは巾四一川口川内勺一山口
μ
門戸口口同口川町円引
μ

凹む叫門ロロロロ巴口同吋川口日口口何回」

一
文
化
の
概
窓

ク
イ
ス
ラ

1
は
文
化
を
「
一
の
人
民
の
生
活
の
様
相
」
件
F
O
E
-
A
T
A
Z
F
♀
.
P

で
き
】
ロ
ゲ
ざ
し

て
定
義
し
て
居
る
が
、
文
化
の
一
般
的
定
義
ご
し
て
は
夫
れ
で
可
い
ご
思
は
れ
る
。
ぞ
う
し
て
此
の
文
化
の
定
義

じ
は
、
二
つ
の
重
要
な
る
駐
が
合
ま
れ
て
居
る
。
川
「
生
活
の
様
相
」
さ
は
、
限
定
さ
れ
た
る
地
理
的
範
域
の
中
に
、

郎
ち
文
化
人
類
事
に
於
て
文
化
地
域
(
円
三
Z
S
戸
『

g)
さ
帯
せ
ら
れ
る
も
の
、
中
に
、
生
活
す
る
人
民
の
一
国
瞳

一
般
に
行
は
れ
る
「
生
活
の
様
相
」
の
差
異
に
よ
り
て
相

の
生
活
の
様
相
そ
云
ふ
の
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
世
界
は
、

異
な
れ
る
、
幾
多
の
地
理
的
範
域
に
直
別
さ
れ
、
各
地
域
に
於
て
一
定
の
類
型
的
形
式
を
現
示
す
る
此
の
「
生
活
の

様
相
」
は
.
其
の
地
域
内
に
生
活
す
る
諸
個
人
の
獲
得
反
膳
(
紳
鰹
筋
肉
的
及
び
紳
麗
心
理
的
)
に
於
て
表
現
さ
れ

て
居
る
ο

か
く
て
吾
人
は
習
慣
の
分
布
を
研
究
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
、
夫
れ
夫
れ
の
文
化
地
域
の
地
理
的
境
界
を

定
め
る
こ
ご
が
出
来
る
。
間
一
定
の
文
化
地
域
内
に
生
ま
れ
又
生
長
す
る
何
れ
の
個
人
の
習
慣
も
、
常
に
其
の
地



域
内
に
於
て
障
に
成
熟
せ
る
人
々
の
習
慣
に
合
致
し
て
後
達
す
る
。
個
人
の
習
慣
は
決
し
て
夫
れ
自
身
に
よ
り
て

決
定
さ
れ
て
居
る
も
の
で
な
く
、
夫
れ
は
闇
結
せ
る
圏
鴨
成
員
の
既
定
の
習
慣
の
反
映
に
し
て
、
夫
れ
夫
れ
の
地

域
に
於
て
、
圏
瞳
成
員
の
羽
田
慣
の
縮
瞳
が
麓
は
る
に
つ
れ
て
農
は
っ
て
居
る
。
ぞ
う
し
て
ぞ
う
で
あ
る
以
上
、
叉

一
個
人
の
羽
田
慣
は
他
の
個
人
の
習
慣
ぜ
密

司

aJ

ス
Fμ
ト

接
に
集
結
さ
れ
、
他
の
個
人
の
習
慣
は
何
れ
の
一
個
人
を
も
絶
へ
令
襲
ふ
恒
定
的
刺
激
で
あ
る
の
で
、
か
〈
て
何

そ
う
で
あ
る
さ
云
ふ
意
味
に
て
、
個
人
の
習
慣
は
超
個
人
的
で
ゐ
る
。

れ
の
一
個
人
も
彼
れ
自
身
の
習
慣
か
ら
、
印
ち
他
人
に
於
て
彼
れ
自
身
の
行
動
の
刺
激
で
あ
る
底
の
貫
一
等
の
羽
田
慣

か
ら
、
金
〈
解
放
さ
れ
る
こ
ご
は
出
来
な
い
。
そ
う
し
て
文
化
祉
合
準
者
が
、
文
化
は
超
偶
人
的
或
は
超
有
機
的

で
あ
る
ぜ
云
ふ
の
は
、
郎
も
右
の
意
味
に
於
て
Y
あ
る
。

文
化
複
合
(
円
三
宮
『
に

8
5
1
5
)
毘
び
文
化
模
型

(
2
F
E
E
-
g
E
C
E
)
一
の
文
化
地
域
じ
於
げ
る
個
人
の
行
動

を
理
解
し
、
或
は
説
明
す
る
矯
め
に
必
要
な
る
こ
さ
は
、
人
民
の
生
活
の
様
相
を
構
成
す
る
業
等
の
共
同
的
及
び

相
互
関
係
的
諸
習
慣
を
分
析
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
此
の
分
析
は
、
文
化
の
諸
要
素
を
構
成
す
る
文
化
特

徴
(
門
=
一
円
三
日

E
一
片
山
)
の
言
葉
、
即
ち
根
本
的
に
は
個
人
の
神
経
系
統
に
於
て
成
立
す
る
習
慣
の
言
葉
に
於
て
、
行

は
る
可
、
き
で
あ
る
。
文
明
は
業
等
の
文
化
特
徴
の
敷
及
び
形
の
異
な
る
じ
つ
れ
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
文

化
特
徴
の
敷
は
無
数
で
あ
る
が
故
に
、
之
を
一
々
枚
奉
す
る
こ
ど
は
貰
際
上
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
相
蓮
合
し

て
居
る
文
化
諸
特
徴
、
却
も
文
化
複
合

(円三吉『町

noE}U-mvhv

は
よ
h
た
や
す
〈
研
究
し
得
ら
れ
る
。
ぞ
う
し
て

1晶

叢

米
国
文
化
社
舎
撃

第
三
十
一
巻

四
九

第

披

四



E晶

議

米
同
文
化
粧
合
事

第
三
十
一
審

三
五

O

第

競

JLq 

一
切
の
文
化
に
共
同
的
な
る
基
本
的
諸
複
合
を
分
類
せ
ん
さ
す
る
企
だ
て
が
、
幾
多
の
人
々
に
よ
り
て
行
は
れ
て

居
る
が
、
恐
ら
く
は
ク
イ
ス
ラ
ー
の
企

rて
は
最
ぜ
も
成
功
せ
る
も
の
か
ぜ
思
は
れ
る
o

夫
れ
は
言
語
、
物
質
的
諸

特
徴
、
事
術
、
紳
話
及
び
皐
問
、
宗
敢
的
慣
習
、
家
族
的
世
曾
的
組
織
、
財
産
、
政
治
及
び
職
容
等
の
九
部
類
に
分

つ
分
類
で
あ
る
。
併
し
文
化
の
基
本
的
複
合
は
如
何
に
分
類
さ
れ
る
じ
せ
よ
、

一
定
の
文
化
地
域
の
諸
複
合
を
整

頓
す
る
潟
め
じ
は
、
五
口
人
の
特
に
注
目
す
可
き
二
つ
の
事
柄
が
あ
る
。
川
一
の
文
化
地
域
の
纏
て
の
諸
複
合
は
、

相
互
に
密
陵
に
闘
係
し
て
居
る
の
で
、

U
M
(
℃
文
化
の
一
部
門
仁
一
於
け
る
特
徴
の
捷
化
以
.
文
化
の
総
て
の
方
面

に
反
動
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
仁
一
の
文
化
さ
は
相

E
関
係
的
及
び
相

E
依
存
的
習
慣
諸
模
型
或
は
諸
反
臆
の

一
瞳
系
で
あ
る
。
聞
い
鰭
て
の
文
化
地
域
に
於
て
、

一
定
の
文
化
複
合
は
他
の
文
化
複
合
に
劃
し
て
補
助
的
地
位
に

立
っ
て
居
る
こ
さ
、
換
言
す
れ
ば
一
定
の
文
化
複
合
は
第
一
弐
的
な
る
も
の
に
し
て
、
他
の
文
化
複
合
は
失
礼
に

費
し
て
第
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
こ
さ
が
接
見
さ
れ
る
。
か
〈
て
吾
人
は
第
一
衣
的
な
る
複
合
を
、
中
核
複
合

(
g
R
g
g勺
]
巾
同
町
田
)

さ
帯
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
現
代
文
明
圃
に
あ
り
で
は
、
金
儲
げ
、
科
事
、
器
械
、
政
治
的

民
衆
主
義
、
大
衆
教
育
、
及
び
ス
ピ

1
F
等
さ
連
合
す
る
諸
習
慣
は
、
宗
敢
的
、
事
術
的
、
封
建
的
、
文
畢
的
等

々
さ
稽
せ
ら
れ
る
習
慣
よ
り
も
、
よ
り
強
く
且
つ
よ
り
多
〈
作
用
す
る
。
前
者
に
劃
し
て
は
他
の
諸
習
慣
は
第
二

一
般
の
習
慣
諸
瞳
系
の
聞
に
同
様
な
開
係
が
存
立
す
る

u

例
へ
ば
束

-
次
的
で
あ
る
。
他
の
詩
人
民
に
あ
り
て
も
、

部
亜
弗
利
加
仁
於
て
は
家
畜
複
合

(
E豆町
2
2
1
内
出
国
)
は
生
活
の
様
相
の
中
核
ざ
な
っ
て
居
る
。
そ
う
し
て
只



行
動
の
研
究
に
よ

h
て
の
み
観
察
さ
れ
る
慮
の
、
習
慣
的
諸
反
膳
の
相
互
成
形
或
は
形
勢
(
円
宮
口
S
S
z
g同一
2
6『

]
】
与
一
さ
と
『
町
田
勺
。
ロ
田
町
田
)
は
、
文
化
模
型

(
2
-
2
5
宮
R
2ロ
)
ざ
耕
せ
ら
れ
る
。
き
れ
ば
各
文
化
は
一
定
の
文
化
模

型
に
よ
り
て
特
質
附
げ
ら
れ
て
居
る
芝
、
云
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

例
文
化
は
累
積
的
で
あ
る
こ
芝
、
郎
ち
文
化
の
累
積
性

3

何
れ
の
文
化
地
域
に
あ
り
て
も
年

文
化
の
詣
特
性

月
を
躍
る
じ
つ
れ
て
新
し
き
文
化
特
徴
が
後
遺
し
て
、
古
き
文
化
特
徴
仁
加
は
る
。
又
古
き
習
慣
は
燈
る
が
、
実

の
知
識
は
失
は
れ
な
い
D

か
く
て
「
丈
化
基
底
」
(
n
z
P
E
R
t
g
m
)は
結
へ
や
増
大
す
る
。
そ
う
し
て
一
耽
曾
的
麓
化
ご

は
、
つ
ま
り
文
化
特
徴
の
麺
化
成
は
増
加
な
意
味
す
る
υ

各
世
代
じ
於
て
或
個
人
が
後
明
を
な
し
、
卸
ち
新
し
き

習
慣
を
作
ち
、
夫
れ
が
先
づ
他
人
に
模
倣
さ
れ
、
或
は
数
へ
ら
れ
、
衣
に
同
世
代
又
は
次
世
代
の
他
の
人
々
仁
封

し
て
刺
激
さ
な
る
。
そ
う
し
て
か
く
の
如
く
に
し
て
惇
へ
ら
れ
る
諸
習
慣
が
、

一
の
闇
閣
の
世
曾
的
世
襲
財
産
さ

な
る
の
で
ゐ
る
。

向
右
の
加
〈
仁
習
慣
が
後
ド
ド
停
へ
ら
れ
、
持
覆
さ
れ
る
こ
さ
が
、
即
ち
「
文
化
的
建
槙
」

(2-zE
口
EHrzxこ
を
確
立
す
る
こ
さ
、
却
も
文
化
の
蓮
績
性
。
文
化
的
蓮
績
仁
付
て
注
意
す
可
当
は
、

一‘足

の
文
化
模
型
を
構
成
す
る
文
化
諸
特
徴
の
特
殊
な
相
互
関
係
即
も
相
互
成
形
は
破
壊
さ
れ
て
も
、
其
等
の
諸
特
徴

或
は
諸
習
慣
実
物
は
後
仁
侍
へ
特
ら
れ
る
こ
さ
で
あ
る
。
例
へ
ば
経
馬
文
化
模
型
は
消
失
し
た
が
、
併
し
之
を
構

成
せ
る
文
化
誇
特
徴
は
今
日
ま
で
も
存
績
し
て
居
る
。
詳
し
く
云
へ
ば
其
の
中
の
或
者
は
既
に
摩
っ
て
質
行
き
れ

て
居
な
い
が
、
併
し
英
の
知
識
は
保
存
さ
れ
て
居
る
。
何
人
聞
は
可
動
性

(
B
o
z
-
一
三
を
有
す
る
が
故
に
、
文
化

言品

叢

米
回
文
化
社
舎
事

第
三
十
三
種

三
五
一

第
三
披

四



百曲

叢

米
同
文
化
祉
曾
事

第
三
十
一
巻

五

第
三
務

四
四

特
徴
は
地
球
上
に
贋
ま
る
こ
さ
、
即
ち
文
化
の
可
動
性
。

用
さ
れ
る
。
各
文
化
特
徴
は
或
個
人
が
夫
れ
を
畿
明
せ
る
結
に
於
て
生
起
す
る
ち
の
に
し
て
、

一
の
文
化
地
域
の
慣
習
は
、
他
の
文
化
地
域
に
於
て
抹

理
論
的
に
は

組

τの
文
化
特
徴
或
は
文
化
複
合
の
歴
史
は
、
跡
つ
け
得
ら
れ
る
可
き
で
あ
る
。
刊
文
化
特
徴
の
累
積
性
、
蓮
粛

性
及
び
可
動
性
の
研
究
に
よ

h
て
明
か
に
一
不
さ
れ
る
却
く
、
業
等
の
諸
過
程
は
何
れ
の
一
定
の
個
人
に
も
依
存
せ

中
、
又
業
等
の
諸
過
程
の
各
階
段
に
於
て
、
各
個
人
は
他
の
諸
個
人
に
よ
り
て
確
立
さ
れ
た
る
習
慣
に
よ
り
て
制

約
ち
れ
て
居
る
ご
云
ム
意
味
に
℃
、
超
個
人
的
ご
ゐ
る
咽
〕
ざ
、
印
ら
文
化
の
揖
個
人
性
。
偶
人
は
歴
史
的
じ
は

4

の
奥
へ
ら
れ
た
る
馳
に
於
て
生
活
を
始
め
る
。
そ
う
し
て
累
積
の
過
程
に
於
け
る
各
階
段
は
、
結
果
で
あ
る
さ
共

ヘ
器
械
的
安
明
白
雲

F

遣
は
安
明
者
が
過

古
田
累
積
に
依
存
し
て
居
る
と
と
を
特
に
明
瞭
に
一
討
し
で
居
る
。
其
の
俊
明
白
各
階
段
は
特
殊
な
一
個
人
に
よ
り
て
途
行
さ
れ
る
が
・
併
し
其
の
個

人
目
オ
能
は
如
何
に
勝
れ
て
ゐ
て
も
、
必
須
な
る
前
件
が
確
立
さ
れ
た
上
で
な

C
ば
、
彼
は
何
れ
白
階
段
を
も
塗
行
L
得
な
い
。
そ
う
し
で
費
明
者

は
停
へ
ら
れ
た
る
文
化
を
別
用
し
、
又
夫
れ
に
よ
り
で
制
限
さ
れ
て
居
る
か

b
、
費
明
は
常
然
一
の
枇
舎
的
過
程
と
し
で
考
へ
得
ら
れ
、
枇
曾
撃
的

に
研
究
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
〈
て
安
明
は
超
個
人
的
で
あ
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
。
即
ち
費
明
は
一
定
の
賢
明
者
に
よ
り
て
成
就
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
刊
し
か
も
夫
れ
は
某
J

の
賛
明
者
が
何
等
の
貢
献
も
な
さ
J

な
か
っ
た
諸
費
明
白
一
系
列
の
累
積
を
現
一
京
ず
る
の
で
あ
る
。
」

に
又
原
因
で
あ
る
。

一
の
習
慣
は
他
の
習
慣
か
ら
毅
達
し
、
又
品
理
化
さ
れ
て
他
の
習
慣
さ
な
る
。

文
化
の
決
定
主
義
的
方
面
(
庄
司
己
目
昨
日
邑
口
町
巴
口
恒
国
吉
円
円
。
ご
z
E
B
)
文
化
は
超
個
人
的
な
る
も
の
で
あ
る
こ
ご

の
嘗
然
の
系
論
ざ
し
て
、
文
化
の
決
定
主
義
的
方
面
が
承
部
き
る
可
き
で
ゐ
る
。
何
れ
の
文
化
複
合
も
長
い
累
積

的
歴
史
を
有
し
、
ぞ
う
し
て
夫
れ
に
於
て
新
た
に
附
加
さ
れ
る
各
文
化
特
徴
は
、
個
人
が
現
存
の
類
型
か
ら
少
し

で
も
外
れ
或
は
離
れ
る
こ
さ
を
、
盆
々
困
難
な
ら
し
め
る
。
佃
人
の
生
存
は
彼
の
属
す
る
固
睦
の
基
本
的
共
同
諸



習
慣
を
獲
得
す
る
こ
ぜ
に
よ
、
り
て
替
ま
れ
る
も
の
に
し
て
、
何
人
も
白
か
ら
自
由
に
選
嘩
す
る
こ
さ
が
出
来
4
7
、

其
の
行
動
は
一
般
に
承
認
さ
れ
て
居
る
規
範
に
従
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
き
れ
ば
常
に
一
定
の
文
化
複
令
を
中
核
ぎ
し

て
形
成
さ
れ
て
居
る
閤
憧
の
文
化
は
、
新
し
き
文
化
特
徴
が
附
加
さ
れ
る
場
合
仁
、
之
を
制
限
す
る
一
因
素
さ
し

て
作
用
す
る
の
で
、
か
く
て
新
し
き
文
化
特
徴
は
、
只
現
存
す
る
習
慣
ご
集
結
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
限
b
文
化

の
一
部
分
さ
な
る
の
で
あ
る
。
新
し
き
文
化
特
徴
の
受
容
は
、
軍
仁
一
個
人
の
習
慣
の
麗
化
に
よ
り
て
行
は
れ
る

も
の
で
な
く
、
聞
躍
の
他
の
諸
個
人
の
習
慣
に
よ
か
て
制
約
さ
れ
て
居
る
が
ま
、
の
佃
人
の
羽
田
慣
の
麓
化
に
よ

り
て
、
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
ま
お
し
く
右
の
一
意
味
に
て
、
何
れ
の
圏
慌
の
文
化
合
も
超
個
人
的
な
る

も
の
ぜ
認
め
る
こ
さ
が
、
正
営
で
あ
る
さ
思
は
れ
、
又
葉
の
超
個
人
的
方
面
の
営
然
の
系
論
さ
し
て
或
は
踊
結
さ

し
て
、
文
化
の
決
定
主
義
的
方
面
が
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

圏
瞳
行
動
の
分
析
の
方
法
毘
び
其
の
原
理

文
化
一
枇
曾
撃
は
文
化
の
超
個
人
性
を
認
め
、
又
夫
れ
に
基
い
て
文

化
の
決
定
主
義
的
作
用
を
認
め
る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
岡
韓
行
動
の
分
析
及
び
説
明
仁
於
て
、
其
の
決
定
困
素
及
び

説
明
因
素
ざ
し
て
、
文
化
を
最
さ
も
重
要
調
す
る
の
は
営
然
で
あ
る
。
か
く
て
文
化
粧
舎
撃
の
圏
睦
行
動
の
分
析
及

ぴ
説
明
は
、
つ
ま
り
文
化
的
諸
勢
力
の
振
出
物
或
は
結
果
ざ
し
て
の
人
間
行
動
は
、
只
文
化
の
分
析
に
よ
り
て
の
み

理
解
し
得
ら
れ
、
文
化
現
象
の
誼
明
は
文
化
の
言
葉
に
於
て
言
遁
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
さ
云
ふ
こ
ご
を
原
理
注
し
て

行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
何
れ
の
就
寝
明
の
出
現
も
、
ロ
〈
文
化
累
積
の
言
葉
に
於
て
の
み
説
明
し
得
ら
れ
、
文
化
の

言品

議

来
園
女
化
社
曾
宰

第
三
十
一
血
管

五

第
三
務

四
五
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叢

米
属
文
化
粧
合
事

第
三
十
一
巻

五
匹l

第

競

四
ー』，、

特
殊
的
議
形
態
は
、
只
先
行
諸
形
態
の
一
言
葉
に
於
て
の
み
理
解
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
個
人
の
囲
檀
を

合
有
す
る
何
れ
の
行
動
事
態
に
就
て
も
、
或
は
何
れ
の
圏
韓
行
動
に
就
て
も
、
之
を
分
析
し
、
説
明
せ
ん
ざ
す
る

に
営
っ
て
、
吾
人
の
用
ゆ
可
き
適
切
な
る
方
法
は
先
づ
第
一
に
、
夫
れ
に
於
て
作
用
す
る
さ
思
は
れ
る
文
化
的
諸
国

素
を
突
き
Y
』
め
、
確
か
め
る
ニ
ぜ
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
然
る
後
に
吾
人
は
生
物
畢
的
或
は
心
理
皐
的
或
は
其
の
他

の
言
葉
に
於
て
の
説
明
を
企

rて
る
可
、
き
で
あ
る
。
行
動
が
内
有
的
及
び
文
化
的
二
国
素
の
結
果
で
あ
る
ぜ
思
は

れ
る
場
合
じ
、
先
づ
文
化
的
言
葉
に
於
て
説
明
営
企
だ
て
や
し
て
、
直
ち
に
内
有
的
特
性
内
二
一
一
一
口
業
に
於
て
説
明
営

企
だ
て
ん
ざ
す
る
は
、
方
法
論
上
不
健
買
な
る
方
法
で
あ
る
。
此
の
事
は
一
文
化
内
の
闇
瞳
桁
勤
を
研
究
す
る
場

合
に
も
、
亦
異
な
れ
る
文
化
に
於
げ
る
人
間
行
動
の
書
異
を
封
比
す
る
場
合
に
ち
、
同
様
に
異
質
で
あ
る
。
又
右

に
遁
ぺ
し
慮
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
く
、
歴
史
的
方
法
は
文
化
分
析
に
於
て
甚
だ
重
要
な
る
も
の
に
し
て
、
文
化

特
徴
及
び
其
の
博
播
の
歴
史
、
並
に
他
の
文
化
特
徴
さ
の
相
互
関
係
は
、
文
化
的
説
明
に
於
て
必
要
棋
〈
可
か
ら

ぎ
る
ち
の
で
あ
る
。

在
は
今
日
米
国
文
化
枇
曾
皐
の
特
質
を
最
芝
も
よ
く
後
揮
す
る
さ
思
は
れ
る
方
針
の
基
本
的
概
念
及
び
原
理

を
、
大
韓
に
於
て
上
に
謹
ぺ
し
が
如
き
も
の
す
」
認
め
、
ぞ
う
し
て
次
に
大
れ
に
閲
し
て
起
れ
る
周
囲
祉
曾
拳
者
間

の
論
守
を
考
察
し
、
格
h
に
私
自
身
の
批
判
を
加
へ
た
い
さ
恩
ふ
。


